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背景
◼ 小学生になり友達も増え，行動範囲が広がる（慣れない場所での行動・活動）

◼ 大人に比べて目線が低い

（交通標識が見えない・視野に入らない・認識していない，見通しの悪さ）

◼ 注意力が十分に育まれていない（交通安全教室の形骸化）

→交通事故に遭遇しやすい！？ 対策はどうすればよいのか！？

歩行中の交通事故・死傷者数（平成27年） 出典：国民共済COOP HP



背景 こどもの事故の実態

「飛び出し」による事故件数が小学生・幼稚園生の世代で60％を占めている．「とまらない」



背景

◼ 大人に比べて目線が低い

（交通標識が見えない・視野に入らない・認識していない，見通しの悪さ）

市内の交通環境は「こども」にとって良いとは言えない
「見えない」，「視野に入らない」，「認識していない」

車を中心とした交通安全施策！？「こども」にとっては
危険な場所ばかり．．．． 4



背景
◼ 注意力が十分に育まれていない（交通安全教室の形骸化）

交通安全教室

この線は何？なんでオレンジ色？
足形に合わせて止まればいいのかな？

金沢大学附属幼稚園長のお話
小学生になる前に交通安全教室を実施しているが，
その効果があるのかいつも疑問に思っている．．．

小学生になる前の教育が大切．小学生になって

からでは遅い．幼児教育の専門家が教えるべき．
園児が興味を持たないとあるべきの交通安全教育
ができない．さらに，現場の交通安全対策も同様． 5



実験実施場所と対象者

◼ 金沢大学角間キャンパス 駐車場横の道路

◼ 金沢大学附属幼稚園 年長さん

駐車場

自然科学３号館

実験場所
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実験内容
◼ 交差点での挙動（実態把握）

安全確認状況
◼ 左右の確認状況・確認位置

標識の視認状況
◼ とまれの標識，一時停止のライン等

◼ 効果的な停止表示（効果検証）

長靴のマーク（既存のマーク）

など

提案マーク

◼ アイマークレコーダー・ビデオ観測・ヒアリ
ング調査を行い効果を検証

実験場所

園児には普通に歩いても
らって右折してもらう

歩行の導線
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実験内容

停止線で止まるかどうか 停止線で止まるかどうか，効果的なストップ
表示は？

左右の確認状況 標識の確認状況
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実験結果（交差点での挙動：実態把握） アイマークレコーダー

◼ 被験者（金沢大学附属幼稚園の年長さん）にキャップ型のアイマークレコー
ダーを装着．交差点での挙動を把握

9
交差点を通過する際に幼稚園児は，何を見ているのか！？どこを見ているのか？

NAC社製 EMR-9

視点の校正

実験の様子
前方動画と視点の位置を記録



実験結果（交差点における挙動：アイマークレコーダー）
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交差点を通過する際に幼稚園児は，何を見ているのか！？どこを見ているのか？



実験結果（交差点における挙動：アイマークレコーダー）
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交差点で左右を確認することなく移動



実験結果（交差点における挙動：アイマークレコーダー）
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交差点を通過する際に幼稚園児は，何を見ているのか！？どこを見ているのか？



実験結果（交差点における挙動：アイマークレコーダー）
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交差点で左右を確認して移動



標識（道路ペイントの効果）
◼ 「とまれ」の道路ペイントなし
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◼ 「とまれ」の道路ペイントあり

「とまれ」の道路ペイントが何かわかっていないため，止まらずに交差点に進入する



標識についての認識・教育

◼ 「とまれ」の標識・「道路ペイント」について教育を実施
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交通標識を認識していない．幼稚園の先生に教えてもらったら「とまる」かも！！



標識についての認識・教育の効果
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「とまれ」の意味を認識すると，「とまれ」の標識・道路ペイントを守って停止．安全確保



まとめと今後の課題

◼幼稚園児を対象として交通安全実験を実施

（園長先生のご意見を踏まえて小学校に入学前に実験を実施）

◼交差点に周囲を確認して進入する被験者とそうでない者が存在

（通園の環境が影響している可能性が大，普段からの交通条件，
交通環境のイメージが重要）

◼ 「とまれ」の標識は見えない，認識していない

◼ 「とまれ」は何か？理解をしていない

◼園児（小学校低学年）にとってキャッチーな標識は遵守

◼ 「とまれ」について教育することで，なぜそこで「とまる」必要がある
のかについて理解し，交差点で「とまる」ことができるようになった

◼多様な交通環境に応じた交通安全に関する検討

◼幼児教育の専門家が教育効果の検証

◼幼稚園・小学校（幼小連携）を通じての交通安全教室の内容の充
実化 17



ご清聴ありがとうございました
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